
●11月研究会
　開催期日：2013年11月16日（土）13：00～17：30。開催会場：北海道医療大学札幌サテライトキャンパス（札幌市中央区北4条）。テーマ：「自分の業務を具体的に考えてみる」
参加者は次のとおり（敬称略）。森 忠大（酪農学園）、清野昭一（札幌大）、遠藤祐人（札幌大）、藤本順（札幌大）、佐藤秀（札幌大）、小笠原稿幸（北星学園大）、桐山城太郎（北星学園大）、鈴木峰子（北星学園大）、竹田直弘（北海学園大）、西向仁史（北海道医療大）、大川正勝（北海道医療大）、塚田将人（北海道医療大）、三川清輝（北海道医療大）、石崎昌子（北海道医療大）、武藤俊雄（北海道大）、井上富美子（宮城学院女子大）、齊藤雅利（室蘭工業大）、柳生修二（総合研究大学院大）、後藤晋一（総合研究大学院大）、佐々木隆人（東京農業大）、濱野泰三（日本大）、川上恒明（北海道教育大）、木村健一（北海道工業大）、石黒祐介（北海道工業大）、小松美由起（北海道大）、三宅由美（北海道大）、鈴木孝幸（北海道大）、佐藤祥嗣（北海道大）、各務正（順天堂大）、山本淳司（京都大）、上田理子（札幌市立大）、近雅宜（酪農学園）、高見裕勝（北海道医療大）、樋田繁治郎（北星学園大）

　2008年5月10日の札幌大学開催以来となりました。今回は北海道地区研究会との共同開催としました。

　ワークショップＷＳでは参加者に業務一覧の持参をお願いしました。記載にあたり、例えば「新入生オリエンテーションに関すること」というものでなく、少し詳し目に「新入生オリエンテーションを責任をもって準備し実施している」という内容を求めました。前者の「～関すること」というステレオタイプ的表現のぞんざいさがＷＳ運営に不適だったためです。
　個別ＷＳでは、相互に相談して業務を一つ選び、①当該業務遂行にあたり必要な知識・技能・態度をまとめる、②当該業務遂行能力を強化する方法をまとめる、③当該業務の評価方法をまとめる、という指示を出し、それぞれ発表戴きました。全体討議では、各発表に対して、①当該業務の担当スタッフとなった場合、発表された知識、技能、態度、あるいは能力強化、業務評価によって、当該業務を適切に担当することができるか、②発表された内容で網羅されているか、という観点から検討しました
　個別ＷＳで取り上げられた業務は、学生窓口業務を責任を持って適切に遂行する、授業アンケートを責任をもって準備し実施集計する、全学共通理念に基づく共通科目の提供、学内で実施する研修担当者に必要な能力、学生毎の学費の設定から納付が終わるまでを責任もって行う、という内容でした。また管理職グループでは、若手職員との付き合い方について、その悩み、交流の工夫、日頃心掛けていることなどを真摯に話しあいました。

　今回は討議時間の関係で多くの情報を共有できませんでしたが、個別ＷＳや総合討論から日常業務をどのように分析し改善するかを具体的に体験できたと思います。この体験を活用してご自分の仕事に役立てて戴ければと思います。また2008年に開催した当時は下を向いていた若手スタッフも、今は胸を張って自分を強く語っている姿に、彼らの成長を感じる機会ともなりました。

●8月合宿研修会
　開催期日：2013年8月22日（木）～8月24日（土）。開催会場：桜美林学園伊豆高原クラブ（静岡県伊東市富戸1317-624）。参加者は次のとおり（敬称略）。
森洋（京都産業大）「問題解決型思考・論理的思考方法の習得について」

小出裕三（麗澤大）大学職員に求められるものを考える―中途退学問題から―

齋藤信夫（京都外国語大）グローバル化した社会で働くとは―語学大学のキャリア教育の視点から―

内藤泰治（跡見大）リーダーシップからフォロワーシップへ

佐々木隆人東京農業大）業務仕様書が作成可能なら業務委託可能か？

山本淳司（京都大）大学職員意識調査結果について

各務正（順天堂大）大学職員意識調査結果報告

　恒例の第14回夏季合宿研修会を開催いたしました。参加者から直面している課題等の話題提供をうけ、全員で話題提供者の視点に立って問題解決のための方策等をディスカッションしました。持ち寄られたテーマは次のとおりです。

「問題解決型思考・論理的思考方法の習得について」、「大学職員に求められるものを考える―中途退学問題から―」、「グローバル化した社会で働くとは―語学大学のキャリア教育の視点から―」、「リーダーシップからフォロワーシップへ」、「業務仕様書が作成可能なら業務委託可能か？」、「大学職員意識調査結果について」などです。

　この合宿研修では、時間を気にせずにディスカッションを行いました。初めて参加する方も研修の進め方に馴染むだけの時間があり、思う存分お話されていました。特に、今回印象的だったことは、ファシリティ・マネジメントの重要性です。米国等では学生宿舎との関連から教学部門の一つとして活動している場合が多いことが知られていますが、日本では施設設備を担当する法人部門として個別に活動している現状があるのではないでしょうか。施設設備的な専門知識というものも一般の職員には馴染みのないものですし、建築六法など開いた経験のない職員も多いと思います。校舎等が建築されるまではデザインや使い勝手等々に注力しますが、建て終わってしまうとファシリティ・マネジメントに余り注意しない場合が多いように感じます。建築後にも多くの予算が充てられ、ファシリティ・マネジメントが更に重要な機能を果たしていることを、教育研究における施設設備の有効利用という観点から学習しました。
　参加された方々に感謝いたします。また今回の合宿研修を開催するにあたりまして、桜美林大学の志村望さんのご協力をいただきました。誌面を借りまして御礼いたします。
●7月研究会
　開催期日　2013年7月20日（土）14：00～17：00。開催会場：神戸大学六甲台第2キャンパス瀧川記念学術交流会館大会議室。研究テーマ：「職員の専門性とＳＤについて」。参加者は次のとおり（敬称略）。篠田雅人（学習院）、佐々木隆人（東京農業大）、小山敬史（放送大（名古屋大から出向）、中元 崇（京都大）、阿部剛史（大阪市立大）、伊戸睦（大阪府立大）、谷ノ内識（追手門学院大）、宇宿悟（関西学院）、木本孝美（神戸大）、土肥亜紀子（神戸大）、郷原正好（神戸大）、杉本はるか（神戸大）、高瀬小織（神戸松蔭女子学院大）、大西雅巳（神戸松蔭女子学院大）、増井武徳（神戸親和女子大）、岡清秀（園田学園女子大）、三橋紫（神戸大）、清水栄子（愛媛大）、山本淳司（京都大）、各務正（順天堂大）。
　2013年5月に実施した大学職員アンケート調査結果は、非常に多くの職員の活動に関する情報が得られました。今回の研究会に関係する質問として、「①あなたが担当している職務に求められている専門性を説明できますか？」、「②ご自分には専門性があると思いますか？」、「③あなたは、職員の能力開発の事例をよく知っていますか？」という質問があります。それぞれ「はい」回答は、①81％、②53％、③54％。この結果から、一例として職務の専門性は説明できるが、約半分は自分に専門性がないと思っている。専門性がないのであれば、それをカバーする能力開発が必要ですが、半分の職員は能力開発の事例を知らないというシナリオが描けます。

　職員は、能力開発について十分な情報を得られている、あるいは各自で得ていると考えて諸々の職員教育が行われているとすれば、少し見直しが必要となります。調査結果から職員活動や職員の日常的な行動をシナリオ化し、職員の専門性やＳＤについて多角的に参加者全員で検討を行いました。

●アンケート調査結果

　大学行政管理学会の協力を得て、所属する会員にウェブによるアンケート調査「大学職員の職務活動に関するアンケート調査」を連結不可能匿名化で行いました。実施にあたり事前に大学行政管理学会会員名簿利用に関して大学行政管理学会の了承を得、アンケート配信は、大学行政管理学会事務局からメール配信によって行いました。その概要は、次のとおり。
　調査対象は、2013年5月14日現在の会員1329人（男性1123人、女性206人）（学生会員8人、名誉会員8人、個人賛助会員29人、団体賛助リーダー11人、計56人の非大学職員を含む）。

　調査方法：調査の実施にあたっては、旧メディア教育開発センター（現放送大学）が開発したリアルタイム評価支援システム（REAS）を利用し、そのURLに質問と回答の画面を掲載し、大学行政管理学会事務局から会員に一斉にメールにてアンケート協力依頼と上記URLアドレスを通知しました。会員からの回答収集は、同システムの回答収集機能を利用。

　研究倫理：本研究は、順天堂大学医学部研究等倫理委員会の承認を得て、回収期間を2013年5月14日から5月31日までとして実施しました。

　質問項目（括弧内は質問項目の略記。以下同じ）

　次の質問につきまして、あなたのご意見やお気持ち等を教えてください。用語の定義は、ご自分なりのもので結構です。ご回答は「はい」「いいえ」でお答えください。

(1) あなたは、学生や教職員等に誠実に接していますか？(誠実)

(2) あなたの大学では適材適所で人事配置が行われていると思いますか？(適材適所)

(3) あなたは、大学で働くことが楽しいですか？(楽しい)

(4) あなたは、コミュニケーションをとることが上手ですか？(ｺﾐｭﾆｹｼｮﾝ)

(5) あなたの今の職務は、ご自分の得意分野と一致していますか？(得意分野)

(6) あなたは、相手にモチベーションをもたせることが上手ですか？(ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ)

(7) あなたは、職員の能力開発の事例をよく知っていますか？(能力開発)

(8) あなたは、職務と業務の違いを説明できますか？(職務と業務)

(9) あなたの仕事の成果が大学の活動に生かされていると思いますか？(成果が生きる)

(10) あなたは、コンプライアンスを意識して仕事をしていますか？(ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ)

(11) あなたは、学生支援あるいは職員支援のノウハウを持っていますか？(支援ﾉｳﾊｳ)

(12) あなたは、所属している大学の事務組織が機能していると思いますか？(組織が機能)

(13) あなたは、今の処遇に満足していますか？(処遇に満足)

(14) あなたは、欧米で利活用されている職務記述書Job descriptionの概要を知っていますか？(職務記述書)

(15) あなたは、ご自分の能力や知識が仕事で十分に活用されていると思いますか？(知識が活用)

(16) あなたは、担当する職務に必要な知識や技能、態度を説明できますか？(知識を説明)

(17) 職員の仕事は長年の慣習に基づいて出来上がっていると思いますか？(長年の慣習)

(18) あなたは、担当する仕事について適切に職務分析ができますか？(職務分析)

(19) ご自分には専門性があると思いますか？(専門性ある)

(20) 今の事務組織の職員数は多い方だと思いますか？(職員数多い)

(21) あなたの大学では公正な人事評価に基づく処遇が行われていると思いますか？(公正な人事評価)

(22) あなたの大学では職務評価が的確に行われていると思いますか？(的確な職務評価)

(23) あなたは、大学のミッションを意識して仕事をしていますか？(ミッション)

(24) あなたは、担当職務の優先度合いを説明できますか？(優先度)

(25) あなたは、いろいろな職員がいても上手に人事管理ができますか？(上手に人事管理)

(26) 課長職（含マネージャ等）がしっかりしていれば大学運営は円滑に進むと思いますか？(課長職)

(27) 能力向上がキャリアアップになっていると思いますか？(ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟとなる)

(28) 今の組織において職員は適切に機能していると思いますか？(職員機能)

(29) 今の事務組織は組織的に整備されていると思いますか？(組織整備)

(30) あなたの個性について同僚や教員から理解されていますか？(個性理解)

(31) 今の事務組織の職員人件費の総額は高い方とだ思いますか？(人件費高い)

(32) 一般的に職員の仕事は誰でもできると思いますか？(誰でもできる)

(33) 教職協働は事務分掌として規定されてから行うべきだと思いますか？(教職協働)

(34) あなたが担当している職務に求められている専門性を説明できますか？(専門性を説明)

(35) あなたは自分の大学にとって不可欠な存在だと思いますか？(不可欠)

(36) 職員採用要件と人事評価基準とは連動していると思いますか？(採用と評価連動)

(37) あなたは、大学（所属部署）におけるあなたの役割を説明できますか？(自分の役割)

(38) 働いている大学はご自分にとって良い大学と思いますか？(良い大学)

　回答結果

　回答数433名。回収率32.6％（433名/1329名）。欠損値処理：欠損値のある回答者の回答結果72件は、すべて除外し、この結果、有効回答数361件。

	回答者の属性毎の人数（構成比率％）
	
	

	
	
	
	

	問1　性別
	名
	（％）

	
	男
	306
	( 84.8 )

	
	女
	55
	( 15.2 )

	問2　年齢
	　
	　

	
	２０代
	13
	( 3.6 )

	
	３０代
	96
	( 26.6 )

	
	４０代
	111
	( 30.7 )

	
	５０代
	109
	( 30.2 )

	　
	６０代以上
	32
	( 8.9 )

	問3　最終学歴
	
	

	
	大学院（博士）
	5
	( 1.4 )

	
	大学院（修士）
	85
	( 23.5 )

	
	大学
	258
	( 71.5 )

	
	短大
	6
	( 1.7 )

	
	高校
	5
	( 1.4 )

	
	高専
	1
	( 0.3 )

	
	その他
	1
	( 0.3 )

	問4　現在の職位（役職）
	　
	　

	
	役員（理事等）
	21
	( 5.8 )

	
	課長・部長
	177
	( 49.0 )

	
	係長・主任等
	86
	( 23.8 )

	
	一般専任職員
	66
	( 18.3 )

	　
	その他
	11
	( 3.0 )

	問5　活動している職種
	
	

	
	教務系
	73
	( 20.2 )

	
	学生系
	43
	( 11.9 )

	
	研究系
	17
	( 4.7 )

	
	運営企画系
	56
	( 15.5 )

	
	総務系
	40
	( 11.1 )

	
	財務系
	34
	( 9.4 )

	
	人事系
	18
	( 5.0 )

	
	学術情報系
	13
	( 3.6 )

	
	国際交流系
	12
	( 3.3 )

	
	その他
	55
	( 15.2 )

	問6　日常活動
	　
	　

	
	プレーヤー（実際の職務担当）
	116
	( 32.1 )

	
	マネージャー（部署管理・指導担当）
	84
	( 23.3 )

	
	プレーヤーでありマネージャー
	153
	( 42.4 )

	　
	その他
	8
	( 2.2 )

	問7　大学職員としての経験年数
	
	

	
	1-5年
	34
	( 9.4 )

	
	5-10年
	47
	( 13.0 )

	
	11-15年
	68
	( 18.8 )

	
	16-20年
	63
	( 17.5 )

	
	20-25年
	44
	( 12.2 )

	
	25年以上
	105
	( 29.1 )

	問8　今の職場での職務経験
	　
	　

	
	1-5年
	206
	( 57.1 )

	
	5-10年
	75
	( 20.8 )

	
	11-15年
	40
	( 11.1 )

	
	16-20年
	20
	( 5.5 )

	
	20-25年
	6
	( 1.7 )

	　
	25年以上
	14
	( 3.9 )

	問9　経歴
	
	

	
	新卒で職員に採用された（大学職員のみの経歴）
	191
	( 52.9 )

	
	中途で採用された（大学職員以外の経歴もある）
	164
	( 45.4 )

	
	その他
	6
	( 1.7 )

	問10　在職している大学の卒業生
	　
	　

	
	はい
	136
	( 37.7 )

	　
	いいえ
	225
	( 62.3 )

	問11　大学の設置形態
	
	

	
	国立
	14
	( 3.9 )

	
	公立
	14
	( 3.9 )

	
	私立
	333
	( 92.2 )

	問12　大学本部所在地
	　
	　

	
	北日本
	34
	( 9.4 )

	
	関東甲信越
	36
	( 10.0 )

	
	東京
	75
	( 20.8 )

	
	東海北陸
	37
	( 10.2 )

	
	近畿
	98
	( 27.1 )

	
	中国四国
	34
	( 9.4 )

	　
	九州沖縄
	47
	( 13.0 )

	問13　入学定員の総数
	
	

	
	500人未満
	51
	( 14.1 )

	
	500-1000人未満
	83
	( 23.0 )

	
	1000-1500人未満
	50
	( 13.9 )

	
	1500-2000人未満
	39
	( 10.8 )

	
	2000以上
	138
	( 38.2 )

	問14　設置している学部数
	　
	　

	
	1
	46
	( 12.7 )

	
	2-5
	166
	( 46.0 )

	
	6-9
	92
	( 25.5 )

	
	10以上
	54
	( 15.0 )

	　
	その他（短大、高専）
	3
	( 0.8 )

	問15　設置している研究科数
	
	

	
	0
	24
	( 6.6 )

	
	1
	67
	( 18.6 )

	
	2-5
	148
	( 41.0 )

	
	6-9
	48
	( 13.3 )

	
	10以上
	72
	( 19.9 )

	
	その他（短大、高専）
	2
	( 0.6 )

	問16　大学機能
	　
	　

	
	世界的研究・教育拠点
	25
	( 6.9 )

	
	高度専門職業人養成
	53
	( 14.7 )

	
	幅広い職業人養成
	157
	( 43.5 )

	
	総合的教養教育
	85
	( 23.5 )

	
	特定の専門的分野（芸術，体育等）の教育・研究
	7
	( 1.9 )

	
	地域の生涯学習機会の拠点
	6
	( 1.7 )

	　
	社会貢献機能（地域貢献，産学官連携，国際交流等）
	28
	( 7.8 )


質問毎の回答結果
	質問略記
	はい
	いいえ
	はい回答比率

	自分の役割
	328
	33
	( 90.9 )

	成果が生きる
	302
	59
	( 83.7 )

	組織が機能
	162
	199
	( 44.9 )

	ミッション
	314
	47
	( 87.0 )

	優先度
	314
	47
	( 87.0 )

	誠実
	358
	3
	( 99.2 )

	知識を説明
	305
	56
	( 84.5 )

	専門性を説明
	294
	67
	( 81.4 )

	採用と評価連動
	64
	297
	( 17.7 )

	ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟとなる
	181
	180
	( 50.1 )

	公正な人事評価
	73
	288
	( 20.2 )

	的確な職務評価
	58
	303
	( 16.1 )

	支援ﾉｳﾊｳ
	244
	117
	( 67.6 )

	職務分析
	246
	115
	( 68.1 )

	誰でもできる
	151
	210
	( 41.8 )

	上手に人事管理
	171
	190
	( 47.4 )

	個性理解
	258
	103
	( 71.5 )

	長年の慣習
	246
	115
	( 68.1 )

	適材適所
	95
	266
	( 26.3 )

	ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ
	245
	116
	( 67.9 )

	ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
	345
	16
	( 95.6 )

	教職協働
	70
	291
	( 19.4 )

	課長職
	148
	213
	( 41.0 )

	ｺﾐｭﾆｹｼｮﾝ
	271
	90
	( 75.1 )

	不可欠
	209
	152
	( 57.9 )

	知識が活用
	203
	158
	( 56.2 )

	能力開発
	193
	168
	( 53.5 )

	専門性ある
	192
	169
	( 53.2 )

	楽しい
	337
	24
	( 93.4 )

	良い大学
	302
	59
	( 83.7 )

	職員機能
	97
	264
	( 26.9 )

	組織整備
	82
	279
	( 22.7 )

	職務記述書
	101
	260
	( 28.0 )

	得意分野
	240
	121
	( 66.5 )

	処遇に満足
	187
	174
	( 51.8 )

	人件費高い
	217
	144
	( 60.1 )

	職員数多い
	116
	245
	( 32.1 )

	職務と業務
	219
	142
	( 60.7 )

	
	
	
	


